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北京でのリー・クアンユーの英語
標準中国語の経済的価値は、中国の対外開放にかかっていました。1976年
に初めて中国を訪問した際、リー・クアンユーは公式会談を英語で行いま
した。自らが代表しているのは主権を有する多民族国家シンガポールであ
り、シンガポールに「第三の中国」となる意図はないことを明確にした
かったのです。この振る舞いは、シンガポールが1990年10月3日に北京と外
交関係を樹立するまで続いた配慮を反映していました。1隣国のマレーシ
アとインドネシアは、長らく自国の華人少数派が中国に忠誠を抱いている
のではないかと疑っていました。北京に対してあまりに熱心に標準中国語
で話すシンガポールは、その疑念を裏付けてしまうおそれがあったので
す。

二言語政策が常に標準中国語をまず文化の言語として示し、商業の言語と
して示すようになったのが後のことであったのも、同じ慎重さによって説
明できます。商業上の論拠が前面に出てきたのは1990年代のことでした。
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鄧小平の改革によって中国が投資先となり、外交関係の樹立によってその
言語を話すことの政治的リスクが取り除かれた後のことです。この関係に
ついては、鄧小平のシンガポール訪問から自由貿易協定、政府間プロジェ
クトに至るまで、第I部第II章で述べます。

蘇州と二言語を操る行政官
中国におけるシンガポールの二言語能力が初めて大規模に試されたのは、
蘇州工業園区でした。その共同開発に関する協定は、1994年2月26日に中
国の李嵐清副首相とリー・クアンユーによって署名されました。当初は、
シンガポールの国営企業によるコンソーシアムが開発会社の65％を保有し
ていました。この工業園区は、計画、投資誘致、行政というシンガポール
の行政上の「ソフトウェア」を中国の都市に移転することを目的としてい
ました。その移転には、中国の役人と中国語で仕事ができるシンガポール
の役人と、シンガポールの実務から学ぶことのできる中国の役人が必要で
した。

初期の数年間は困難な時期でした。工業園区は損失を計上し、その一方で
蘇州の地方当局は競合する区域を推進していました。1999年、シンガポー
ルは出資比率を35％に引き下げました。2この困難は、同じ言語を話すこ
とが共通の理解を保証するわけではないことを示しました。シンガポール
の行政官たちは、学校で学び家庭で使ってきた自分たちの標準中国語が、
中国の地方都市の政治に対応するための備えにはならないことに気づいた
のです。それでも工業園区は278km²の区域へと成長し、その都市開発モデ
ルは後に中新天津生態城で再現されました。また、後にシンガポールの対
中関係を担うことになる、二言語を操る役人や経営者を育てる学び舎にも
なりました。
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Business Chinaと二文化に通じた専門職
政府は蘇州での経験から1つの結論を導き出しました。言語だけでは十分
ではない、シンガポールに必要なのは中国語の言葉だけでなく中国の制度
も理解する人材である、というものです。2007年11月19日、リー・クアン
ユーと中国の温家宝首相は、Business Chinaを発足させました。これは、中
国と関わることのできる、二言語と二文化に通じたシンガポール人材の中
核層を育成することを目指す非営利組織です。そのプログラムは、青少年
フォーラムや奨学金から、中国に関する年次フォーラムにまで及びます。
2023年には、両国間で最長6か月のインターンシップ交流を開始しまし
た。2025年9月には、シンガポールの5つのポリテクニックと協定を締結し
ました。3

この目的の記述にある bicultural（二文化に通じた）という言葉は、政策の
変遷を示しています。1960年代の目標は、二言語を話す市民でした。2000
年代には、中国語の契約書を読み、中国の政策文書を追い、中国の役人
や起業家がどのように意思決定を行うかを理解できる専門職が目標となり
ました。特別援助計画校、上級母語の試験、Business Chinaのプログラム
は、こうした専門職を育てるパイプラインを形成しています。このパイプ
ラインは意図的に狭く設計されています。国家は、大半のシンガポール人
が英語優位のままであることを受け入れたからです。

金融センターにおける標準中国語
金融センターでは、標準中国語は3つの場面で使われています。第一は、
中国本土、台湾、香港、東南アジアの華人社会からの顧客向けのプライ
ベートバンキングとウェルスマネジメントです。第I部第II章が示すよう
に、標準中国語が広く話される華人中心の社会が存在することは、中国の
一族がシンガポールを選ぶ理由の1つとして挙げられています。信託証
書、ファンドのストラクチャー、税務上の居住者に関するルールを標準中
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国語で説明できるリレーションシップ・マネージャーは、通訳を必要とす
る同僚よりも有利です。これらの一族の多くが投資の際に用いるシングル
ファミリーオフィスについては、第E部第III章で述べます。

第二の場面はコンプライアンスです。中国からの顧客を受け入れる銀行
は、営業許可証、株主名簿、裁判所の判決、納税証明書、不動産記録な
ど、中国語の書類を受け取ります。第H部第III章で検討する資産の源泉の
確認は、これらの書類を読み、矛盾を見抜くことのできる従業員にか
かっています。第E部第VI章で検討する2023年のマネーロンダリング事件
は、金融機関が内容を確認せずに書類を受け入れた場合に何が起きるかを
示しました。言語能力だけでこうした失敗を防ぐことはできません。し
かし言語能力がなければ、中国語の書類の確認はほぼ不可能になります。

第三の場面は、中国企業との企業金融および資本市場業務です。具体的に
は、シンガポール取引所への上場、債券発行、M&A、そしてシンガポー
ルを地域統括拠点として利用する中国企業グループの財務活動であり、こ
れについては第I部第I章で述べます。ここでは標準中国語が交渉の言語で
あり、英語が書類の言語です。この分担は、二言語政策の機能分担を役員
会議室の中で再現しているのです。

資産としての限界
標準中国語はシンガポールにとって真の資産です。しかし、4つの理由か
ら限られた資産でもあります。第一に、シンガポールはもはや独占的な地
位にありません。香港の住民は広東語を話します。その中で標準中国語も
話す人の割合が増えており、香港の金融機関の多くは本土出身の大卒者を
雇用しています。中国本土自体も、英語に堪能な大卒者を毎年多数輩出し
ており、彼らはシンガポールで同じ職位をめぐって競い合っています。第
二に、国勢調査の数字が示すとおり、家庭での英語の台頭に伴い、若いシ
ンガポール人の標準中国語の習熟度は低下しています。第三に、標準中国
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語の商業的価値は、中国と西側の政治的関係に応じて上下します。第K部
第V章では、地政学的緊張によって、中国に通じていることが利点から精
査の対象へと変わりうることを検討します。

第四の理由は、弁護士にとって最も重要なものです。シンガポールの法の
言語は英語です。シンガポール法を準拠法とする中国の取引相手との契約
は、英語で起草されます。シンガポールの裁判所での紛争や、シンガポー
ル国際仲裁センターの規則に基づく仲裁は主に英語で行われ、中国語の
書類は手続で使用するために翻訳されます。これらの制度については、本
部第III章および第F部第II章で述べます。標準中国語は顧客への扉を開きま
す。顧客が中に入れば、取引を律するのは英語です。

注

Wikipedia, “China–Singapore relations”（2026年11月最終閲覧）：1976年
以降のリーの中国公式訪問は、彼が“Third China”ではなくシンガポー
ルを代表していることを示すため英語で行われた。正式な外交関係
は1990年10月3日に樹立。 ↩

Wikipedia, “Suzhou Industrial Park”（2026年11月最終閲覧）：1994年2月
26日、李嵐清とリー・クアンユーによる共同開発協定の署名をもっ
て正式に発足。開発会社は当初、シンガポールの国営企業が65％、
中国の国営企業が35％を保有。Wikipedia, “Suzhou Industrial
Park”（2026年11月最終閲覧）：シンガポールは1999年に出資比率を
35％に引き下げ。工業園区は2001年の最初の10か月間で初めて黒字
を計上。面積278km²、うち中国・シンガポール協力区域は80km²。中
新天津生態城は工業園区の都市開発モデルを再現したものとされ
る。 ↩

Business China, “About Us”, businesschina.org.sg（2026年11月最終閲
覧）：2007年11月に発足し、正式には2007年11月19日。リー・クアン
ユーが温家宝首相とともに創設後援者。ビジョン・ステートメン

1. 

2. 

3. 
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ト：「aims to nurture a core pool of Singaporean bilingual and bicultural
talents」。2023年に最長6か月のインターンシップによる Youth Interns
Exchange Scheme を開始。2025年9月19日にシンガポールの5つのポリ
テクニックと覚書を締結。 ↩
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